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か
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
建
設
、
食
品
、
繊
維
、
製
紙
、
化
学
、

石
油
、
素
材
、
電
気
機
器
、
精
密
機
械
、

輸
送
用
機
器
か
ら
商
業
、
金
融
、
保
険
、

不
動
産
、
電
気
ガ
ス
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
調
査
報
告
書
の
冒

頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
各
企
業
の

ト
ッ
プ
も
念
頭
の
挨
拶
で
〝
21
世
紀
は

環
境
の
時
代
〞
で
あ
り
、〝
１
９
９
０
年

代
は
そ
の
助
走
期
間
で
あ
る
〞
と
」、
そ

し
て
「
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
21
世
紀

に
お
け
る
企
業
の
存
亡
を
左
右
す
る
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
る
」
と
明
言
し
た
。
環

境
問
題
へ
の
対
応
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

企
業
や
技
術
者
は
、
生
き
残
れ
な
い
感

さ
え
あ
る
の
だ
。

日
本
は
水
俣
病
、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
、

四
日
市
喘
息
な
ど
、
事
件
的
な
公
害
問
題

を
経
験
し
て
き
た
が
、
環
境
問
題
は
企
業

りそなーれ　2006.2 4

私
が
代
表
を
務
め
る
環
境
専
門
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
、
㈱
環
境
総
合
研
究
所
が
そ
の

昔
、
上
場
企
業
４
０
０
社
を
対
象
に
「
企

業
の
環
境
認
識
・
配
慮
度
調
査
」
を
行
っ

た
。
１
９
９
１
年
の
こ
と
で
あ
る
。

「
地
球
環
境
時
代
の
企
業
と
地
域
社
会

と
の
新
た
な
関
係
」
と
い
う
副
題
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
す
な
わ
ち

「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
の
う
ち
、
と
く

に
環
境
問
題
を
一
大
テ
ー
マ
と
し
て
、
企

業
の
ト
ッ
プ
か
ら
現
場
が
ど
う
環
境
問
題

を
認
識
し
、
具
体
的
に
ど
う
し
て
い
る
か

を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
製
造
業
で
あ
れ

ば
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
原
材
料
の

調
達
、
輸
送
、
加
工
、
製
造
、
流
通
、
消

費
か
ら
廃
棄
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
各
過
程
に

お
い
て
環
境
配
慮
を
ど
う
反
映
し
て
い
る

特
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20
世
紀
の
よ
う
に
厄
介
で
金
が
か
る
だ
け

の
問
題
と
し
て
、
回
避
す
る
わ
け
に
は
行

か
な
く
な
る
。
逆
説
的
に
い
う
と
、
21
世

紀
で
は
環
境
問
題
に
ま
と
も
に
対
応
で
き

な
い
企
業
は
、
人
材
も
集
ま
ら
ず
、
成
長

も
せ
ず
、
果
て
は
存
続
す
ら
危
う
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
環
境
問
題
へ
の
世
界
的

りそなーれ　2006.25

に
と
っ
て
長
年
、「
時
間
と
金
が
か
か
る

だ
け
の
厄
介
も
の
」
と
い
う
認
識
が
根
強

く
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
環
境
問
題
へ
の
対

応
を
一
歩
間
違
う
と
企
業
の
存
亡
を
危
う

く
す
る
と
の
危
機
感
は
企
業
の
経
営
者
に

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
環
境
問
題
が
地
域
か
ら
地
球

ま
で
、
企
業
に
と
っ
て
普
遍
的
、
少
々
大

げ
さ
に
い
え
ば
人
類
共
通
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
く
る
と
、
企
業
は
環
境
問
題
を

な
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
企
業
を
取
り

巻
く
環
境
リ
ス
ク
は
一
段
と
高
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
ら
環
境
リ
ス
ク
を
列
記
す
れ
ば

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
Ｐ
Ｂ
Ｄ
Ｅ

（
ポ
リ
臭
素
化
ジ
フ
ェ
ニ
ー
ル
エ
ー
テ

ル
）、
Ｐ
Ａ
Ｈ
（
多
環
芳
香
族
炭
化
水

素
）
の
よ
う
に
、
日
本
の
法
規
制
や

施
策
が
先
進
諸
国
に
比
べ
大
幅
に
遅

れ
た
た
め
に
生
じ
る
環
境
リ
ス
ク
。

②
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
な
ど
、
す
で
に
過
去

の
も
の
と
し
て
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た

問
題
が
、
30
〜
40
年
の
「
潜
伏
期
間
」

を
過
ぎ
、
死
亡
な
ど
の
被
害
が
大
き

く
顕
在
化
し
て
き
た
環
境
リ
ス
ク
。

③
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
、
影
響
が
長
期

に
わ
た
り
緩
慢
に
作
用
す
る
環
境
リ

ス
ク
。

④
土
壌
汚
染
の
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
数

年
前
ま
で
法
的
規
制
が
存
在
し
な
か

っ
た
た
め
に
、
あ
ま
り
問
題
と
な
ら

な
か
っ
た
が
、
臨
海
部
工
場
跡
地
の

住
宅
再
開
発
な
ど
が
盛
ん
と
な
っ
た

こ
と
で
、
重
金
属
汚
染
な
ど
が
顕
在

化
し
て
き
た
環
境
リ
ス
ク
。

⑤
ド
イ
ツ
の
拡
大
生
産
者
責
任
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
汚
染
者
費
用
負
担
原
則
の
よ
う

に
、
日
本
の
企
業
が
国
際
活
動
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
遭
遇
す
る

環
境
リ
ス
ク
。

⑥
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
問
題
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
関
連
す
る
複
数
企
業

の
間
で
共
同
責
任
や
連
帯
責
任
が
問

わ
れ
る
リ
ス
ク
の
増
大
。

⑦
製
品
が
環
境
や
健
康
に
影
響
を
与
え
た

場
合
、
そ
の
因
果
関
係
の
立
証
、
損
害

の
賠
償
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
時
代
の

到
来
と
い
う
意
味
で
の
環
境
リ
ス
ク
。

⑧
膨
大
な
種
類
の
化
学
物
質
、
未
知
領
域

の
物
質
、
揮
発
性
・
残
留
性
の
有
機

化
合
物
な
ど
を
原
料
、
製
品
、
可
塑

剤
、
難
燃
剤
、
添
加
物
な
ど
と
し
て

用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
事
後
的
に
そ

の
内
分
泌
か
く
乱
な
ど
思
い
も
寄
ら

ぬ
慢
性
毒
性
が
判
明
す
る
こ
と
に
よ

る
環
境
リ
ス
ク
。

⑨
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
や
杉
並
病
な

ど
、
通
常
の
人
で
は
さ
し
て
問
題
と

な
ら
な
い
も
の
の
、
人
に
よ
っ
て
は

著
し
く
健
康
影
響
や
被
害
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
物
質
が
も
た
ら
す
環

境
リ
ス
ク
。

⑩
環
境
報
告
書
な
ど
に
よ
る
企
業
活
動
の

情
報
提
供
、
情
報
公
開
を
怠
る
こ
と

に
よ
る
環
境
リ
ス
ク
。

⑪
情
報
公
開
を
し
て
も
重
要
な
問
題
を
隠

天井のシート（蛍光灯の上）のすき間からアスベストが見える、JR新大阪駅の3階中央コンコース
写真提供／時事（05年7月28日撮影）
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死
亡
者
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
長
年
に
わ
た

り
「
管
理
し
て
使
用
す
れ
ば
安
全
」
と
い

う
考
え
方
に
依
拠
し
、
代
表
的
な
ア
ス
ベ

ス
ト
で
あ
る
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
の
大
量
使
用

を
認
め
て
き
た
。

例
え
ば
、
01
年
の
ア
ス
ベ
ス
ト
輸
入
量

は
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
調
査
で

「
日
本
は
主
要
な
消
費
国
」
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
は
ア
ス
ベ
ス
ト

使
用
大
国
な
の
で
あ
る
。

輸
入
ア
ス
ベ
ス
ト
の
９
割
以
上
が
建
材

に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、（
社
）
日
本
石

綿
協
会
公
表
の「
石
綿
含
有
建
材
一
覧
表
」

で
は
、
製
品
名
と
製
造
会
社
を
特
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
、
国
民
が

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
建
材
の
使
用
を

避
け
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
す
で
に

使
用
禁
止
と
な
っ
て
い
る
吹
き
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
を
用
い
た
建
築
物
が
現
在
で
も
日

本
中
に
多
数
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
対
策
が
不
十
分
で
あ
っ
た

り
、
中
途
半
端
で
あ
っ
た
た
め
に
、
維
持

管
理
の
作
業
員
や
電
設
作
業
員
、
解
体
業

者
ら
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
や
吸
入

の
可
能
性
に
十
分
な
知
識
を
持
た
な
い
ま

ま
、
リ
ス
ク
の
高
い
作
業
を
強
い
ら
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。

昨
年
夏
、
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
㈱
ク
ボ

蔽
す
る
な
ど
、
不
適
切
な
対
応
す
る

こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
。

⑫
問
題
発
生
の
初
期
段
階
で
地
域
住
民
や

第
三
者
か
ら
の
忠
告
や
警
告
さ
ら
に

内
部
告
発
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
な
い

こ
と
に
よ
る
環
境
リ
ス
ク
。

世
界
各
国
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
輸
入

や
製
造
、
使
用
、
廃
棄
が
も
た
ら
す
被
害

の
大
き
さ
か
ら
、
使
用
禁
止
が
大
き
な
潮

流
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
は
05
年
ま
で
に
使
用
の

原
則
禁
止
を
決
定
、
英
、
仏
、
独
、
伊
な

ど
を
中
心
に
20
カ
国
以
上
で
は
そ
れ
に
先

駈
け
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
国
際
的

に
は
仏
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
禁
止
措
置
を

め
ぐ
り
輸
出
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
と
の
間
で

起
こ
っ
た
係
争
で
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ

Ｔ
Ｏ
）
は
、
仏
の
使
用
禁
止
措
置
を
協
定

違
反
に
は
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。
そ
こ
で
は
「
管
理
し
て
使
用
す
れ
ば

安
全
」
と
い
う
カ
ナ
ダ
の
主
張
を
と
り
入

れ
ず
、
仏
の
自
国
民
の
安
全
を
守
る
こ
と

が
加
盟
国
の
権
利
と
認
め
て
い
る
。

で
は
、
わ
が
国
の
場
合
ど
う
か
。
日
本

で
は
昨
夏
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
り
多
数
の

と
し
て
は
悪
性
中
皮
腫
の
ほ
か
、
ア
ス
ベ

ス
ト
肺
と
肺
ガ
ン
も
あ
る
。
肺
が
ん
の
発

生
率
は
中
皮
腫
の
約
２
倍
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。上
記
を
死
亡
者
数
に
換
算
す
る
と
、

毎
年
、
数
千
人
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

専
門
家
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
別
図
に

示
し
た
よ
う
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
は
、

２
０
０
０
年
か
ら
２
０
３
０
年
の
30
年
間

に
５
万
８
０
０
０
人
に
達
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
図
中
の
折
線
グ
ラ
フ
は
５
年

ご
と
の
死
亡
者
の
将
来
予
測
数
を
示
し
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
最
大

の
課
題
は
、
カ
ナ
ダ
や
日
本
が
主
張
し
て

き
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
は
「
管
理
し
て
使
用

す
れ
ば
安
全
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
そ
の
背
景
に
は
、
価
格
が
超

廉
価
で
運
搬
、
加
工
、
設
置
が
容
易
と
い

う
利
便
性
と
経
済
性
を
重
視
し
て
き
た
こ

と
が
あ
る
と
思
え
る
。
し
か
も
、
関
連
業

界
の
主
張
、
利
害
ば
か
り
に
行
政
、
と
く

に
政
府
が
歩
み
寄
り
、
労
働
者
や
住
民
な

ど
国
民
の
安
全
と
安
心
を
軽
視
し
た
こ
と

が
あ
る
。
事
業
官
庁
ば
か
り
か
、
環
境
省

ま
で
が
業
界
の
中
心
に
い
る
専
門
家
を
検

討
会
の
座
長
と
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら

も
こ
の
こ
と
は
分
か
る
。

タ
（
大
阪
市
）
の
兵
庫
県
尼
崎
市
に
あ
っ

た
旧
神
崎
工
場
の
従
業
員
や
出
入
り
業
者

計
78
人
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
で
胸
膜

や
腹
膜
に
起
き
る
ガ
ン
「
中
皮
腫

ち
ゅ
う
ひ
し
ゅ

」
な
ど

で
死
亡
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
工

場
で
は
54
〜
75
年
に
か
け
毒
性
の
強
い
青

石
綿
を
大
量
に
使
っ
て
い
た
。
作
業
中
の

ア
ス
ベ
ス
ト
吸
引
が
中
皮
腫
の
原
因
と
み

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
工
場
の
近
く
に

住
ん
で
い
た
住
民
５
人
も
中
皮
腫
を
発

病
、
２
人
は
す
で
に
死
亡
し
て
い
た
。

こ
の
ク
ボ
タ
の
情
報
公
開
が
引
き
金
と

な
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
吸
引
に
起
因
し
た

中
皮
腫
な
ど
の
疾
病
と
、
そ
れ
に
よ
る
死

亡
が
全
国
各
地
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

の
ア
ス
ベ
ス
ト
を
主
因
と
す
る
悪
性
胸
膜

が
ん
や
中
皮
腫
の
被
害
者
及
び
死
亡
者

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
製
品
の
製
造
工
場
だ
け

で
な
く
、
造
船
、
港
湾
、
自
動
車
製
品
工

場
、
建
設
現
場
、
廃
棄
物
解
体
業
な
ど
多

様
な
場
面
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

95
年
以
降
、
旧
厚
生
省
の
人
口
動
態
統

計
に
よ
っ
て
や
っ
と
わ
が
国
で
も
中
皮
腫

の
死
亡
者
数
が
年
間
１
０
０
万
人
当
た
り

５
〜
６
人
規
模
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
中
皮
腫
に
よ
る
死
亡

の
圧
倒
的
多
数
が
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
も

の
で
あ
る
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
疾
病



さ
て
、
第
１
回
目
の
「
企
業
の
環
境

認
識
・
配
慮
度
調
査
」
か
ら
15
年
近
く

経
っ
た
現
在
、
環
境
問
題
へ
の
企
業
の

りそなーれ　2006.27

対
応
は
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ

ス
業
に
至
る
ま
で
、
業
種
を

問
わ
ず
い
わ
ば
当
た
り
前
の

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
以

下
、
そ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

箇
条
書
き
し
て
み
た
い
。

①
企
業
は
、
問
題
が
起
こ
っ
て

か
ら
対
応
す
る
、
い
わ
ば

応
急
処
置
、
事
後
処
理
的

な
対
応
か
ら
抜
け
だ
し
、

予
見
的
そ
し
て
未
然
防
止

的
な
対
応
を
と
る
こ
と
が

重
要
な
も
の
と
な
る
。

②
自
社
に
不
利
だ
か
ら
と
い
っ

て
情
報
を
隠
蔽
し
、
後
に

な
っ
て
そ
れ
が
分
か
る
と

数
倍
、
数
十
倍
対
応
が
困

難
と
な
り
、
巨
額
の
費
用

と
時
間
が
か
か
る
こ
と
に

な
る
。

③
国
際
的
に
見
て
必
ず
し
も
先

進
と
い
え
な
い
わ
が
国
の

明
責
任
）
に
努
め
る
こ
と
。

④
環
境
リ
ス
ク
の
管
理
の
原
則
と
し
て

は
、
予
防
原
則
、
汚
染
者
費
用
負
担

原
則
、
拡
大
生
産
者
責
任
が
強
ま
っ

て
い
る
。
製
造
業
の
場
合
、
た
だ
安

く
て
質
の
良
い
製
品
を
つ
く
り
売
る

だ
け
で
な
く
、
使
い
終
わ
っ
た
後
の

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
考
慮

し
た
、
ゴ
ミ
が
出
に
く
く
、
リ
ユ
ー

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
処
理
が
し

や
す
い
製
品
づ
く
り
が
重
要
な
も
の

と
な
る
。

⑤
大
規
模
な
不
法
投
棄
や
耐
震
構
造
問
題

を
き
っ
か
け
に
、
無
過
失
連
帯
責
任

や
共
同
不
法
行
為
的
な
法
制
度
化
が

進
む
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

相
互
監
視
的
な
対
応
が
不
可
欠
な
も

の
と
な
る
。

⑥
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
で
は
、
護
送
船
団

方
式
で
は
な
く
、
だ
れ
も
や
っ
て
い

な
い
、
気
づ
い
て
い
な
い
。
す
な
わ

ち
ニ
ッ
チ
で
勝
負
す
る
「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
方
式
」
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
環
境
重
視
で
他
社
の
追
随
を
許
さ

な
い
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
で

勝
負
す
べ
き
で
あ
る
。

⑦
従
来
、
ゴ
ミ
と
し
て
安
易
に
焼
却
さ
れ

た
り
、
埋
め
立
て
ら
れ
処
分
さ
れ
て

環
境
汚
染
防
止
策
に
追
随
す
る
の
で

は
な
く
、
欧
米
先
進
国
の
動
向
に
も

絶
え
ず
気
を
配
り
、
環
境
リ
ス
ク
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト（
調
査
、
予
測
、
評
価
）、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
管
理
、
対
策
）、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
情
報
公
開
、
説
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い
た
も
の
を
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
製
品
や
雇
用
を
生
み
出

す
「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」
発
想

の
転
換
と
静
脈
系
企
業
活
動
の
展
開

が
不
可
欠
と
な
る
。

⑧
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
自
ら
環

境
保
全
目
標
を
設
定
し
、
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ

→

Ｄ
ｏ→

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ→

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
を
行
う
と
と
も
に
、
社
外
か
ら

の
第
三
者
的
監
査
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
継
続
的
な
改
善
を
行
う
こ
と
。

●

以
上
、
駆
け
足
で
環
境
リ
ス
ク
へ
の
企

業
の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て
き

た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
大
切
な
こ
と
は
、

早
期
か
つ
正
直
な
対
応
で
あ
る
。
冒
頭
に

述
べ
た
水
俣
病
で
は
、
工
場
長
が
早
期
に

問
題
の
所
在
に
気
づ
い
て
い
た
が
、
経
営

者
が
問
題
を
隠
蔽
し
た
た
め
、
膨
大
な
時

間
と
金
（
損
害
賠
償
）
に
よ
り
、
巨
大
企

業
と
い
え
ど
も
存
亡
の
危
機
に
何
度
も
見

舞
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
事
例
は
わ
が

国
に
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

21
世
紀
は
間
違
い
な
く
環
境
の
時
代
と

な
る
。
企
業
経
営
者
は
、
正
面
か
ら
環
境

リ
ス
ク
を
認
識
し
、
適
切
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
。


